
＜費用対効果分析の結果＞ 

＊社会的割引率：今年の価格と来年の価格とは同じ価格でも実質的な価値が
異なることを考える必要がある。通常は来年の価格の方が価値が低いので、
割引率を用いて換算する(各年の便益を現在の価値に割り引く） 

費用 

基準年 平成20年度 

単純合計 1,401,694百万円 

基準年における現在価値 1,289,293百万円 

費用便益比 

    Ｂ／Ｃ 

          ＝６．５９ 

①便益額（Ｂ） 

②費用（Ｃ） 

③評価指標の算定結果 
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費用 

基準年 平成20年度 

単純合計 24,782,312百万円 

基準年における現在価値 8,501,772百万円 

       便益の算定 

 

 事業完成時による、着手時から
の平均被害軽減期待額 

 

（２４７，８２３億円）  
※当マニュアルには環境の便益規定が
ないため、同便益は含まず。 

 

       費用の算定 

  

 ・事業費（治水・環境） 
 ・維持管理費（治水・環境） 

 
（１４，０１７億円） 

※事業費及び維持管理費には城北川 

の親水整備にかかる約6億円を含む。 

便益の現在価値 

  

 事業着手時（S63年）から事業
完成（平成48年）した後50年の
計99年間を対象に、平成19年
を基準に、便益を現在価値化 

 

（８５，０１８億円）  

 

     費用の現在価値 

  

事業着手時（S63年）から事業完
成（平成48年）後50年の計99年
間を対象に、平成19年を基準
に、費用を現在価値化 

（河川管理者負担分のみ） 
 

（１２，８９３億円） 

費用便益分析の実施 

 

社会便益比(Ｂ／Ｃ)＝便益の現在価値／費用の現在価値 

 

６．５９ ＝ ８５，０１８億円／１２，８９３億円 

社会的割引率（４％） 
検討年数（施設完成後50

年） 

【治水経済調査マニュアル（案）による】 
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